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（椿泊・橘）

（伊島）

（大野）

（大潟沖）

（桑野・加茂谷）

（中島・椿泊）

（那賀川）

（加茂谷）

（大潟沖）

（大潟沖）

豊かな海の贈り物

 （大潟沖）
「阿波の松島」と呼ばれる橘湾で
穫れる新鮮な地魚の干物は種類も
豊富。お魚ショッピングを楽しん
でみましょう。

全国有数の生産量

  （新野・福井）
太く大型で栗のような独特の味わ
い。手入れされた竹林で育つ白く
柔らかなタケノコは高く評価され
ています。

阿南が誇るコシヒカリ

 （見能林）
ふっくらモチモチ、甘みのある人
気一等米。関西方面でも販売され、
いち早く出回る新米の美味しさは
評判です。

日本有数の漁獲高

（北の脇沖）

高級食材として関西に出荷される
ハモ。豊かな海が広がる阿南市の
海の幸は鮮度抜群。新鮮で上品な
味を楽しめます。

甘くてビタミンたっぷり

ハウスミカン （山口・加茂谷）

皮が薄くて柔らかく、やや小振りな
がら糖度の高さは抜群で、お盆の時
期の贈答品として人気です。

名物練りもん

皮ちくわ・フィッシュカツ
魚肉のすり身をカレー粉や唐辛子で味付けしてサクサ
クに揚げたフィッシュカツと、ハモの皮を２本の竹に
巻き付け焼き上げた珍味皮ちくわ。県外へのお土産に
も喜ばれます。

山や海の自然な水が生んだ

地酒・塩
美しい自然環境は阿南の宝。古くから地酒が造られて
います。安政元年創業の近清酒造が造る『入鶴』は南
阿波山系の伏流水を仕込み水に使い、その大吟醸は芳
醇な香りと淡麗な旨味の名品です。津乃峰酒造では日
本一社の津峯神社の御神酒として『清酒津乃峰』を醸造。
柔らかな甘みとコクの酒は長年地元で愛されています。
また、中林漁協では水質の良さで知られる地元の海水
から、まろやかな旨味の自然塩を手づくりしています。

シイタケの菌床栽培が盛んな徳島県は生シイタケの生産量が日
本一。中でもいま阿南市の新野木材株式会社が生産販売してい
る『しいたけ侍』が大注目されています。このシイタケは驚く
ほど大きく肉厚で、旨味が濃いのが特徴。また、ぬめりが無く
プリプリした食感は、シイタケが苦手な人でも美味しく食べら
れるそうです。

　　　　

しいたけ侍

肉厚ジューシー

 （新野）
肉厚でぬめりがなくプリプリした
食感。濃厚な香りと旨みがあり、
贈り物としても人気です。

ん
も
い
し
味
美

！
ん
け
る
あ
け
う
よ

　

県南菓子工業組合と阿南市・阿南商工会議所が連携して、
阿南を代表する銘菓を共同開発しました。阿南市の花・
ひまわりをイメージしたダックワーズの菓子『ひまわり娘』。
和洋折衷の不思議な風味が特徴で、阿南名物として人
気を呼んでいます。

老舗菓子店が知恵を寄せ合って
創作銘菓で阿南のまちをＰＲ

」銘菓「ひまわり娘

しらす

ながれこ

足赤えび わかめ
小鯛

カマス

地魚・塩もん

ハモ 

にんじん

すだち

阿波尾鶏

アユ

サンチュ

タケノコ

阿波美人

しいたけ

い
た
だ
き
ま
〜
す

煮るなり焼くなりお任せ致し候！
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Delicious Food of Anan

阿
南
の
美
味
い
も
ん

阿
南
で
取
れ
る
豊
富
な
食
材
を

ま
け
ま
け
い
っ
ぱ
い
盛
り
つ
け
て

お
寿
司
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。

と
れ
と
れ
の
ア
ユ
、
ハ
モ
、
エ
ビ
、
ア
ワ
ビ

ぷ
り
ぷ
り
の
タ
ケ
ノ
コ
、
し
い
た
け

い
ろ
ん
な
野
菜
た
ち
。

お
米
は
も
ち
ろ
ん
、

地
元
自
慢
の
「
阿
波
美
人
」。

こ
ん
な
豪
華
な
お
寿
司
が
作
れ
る
の
も

豊
か
な
食
材
に
加
え
て
、

人
良
し
、
水
良
し
、
気
候
良
し
の

お
い
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

ま
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら
。

あ
な
た
も
幸
せ
な
「
食
」
体
験
を

阿
南
の
ま
ち
で

た
っ
ぷ
り
召
し
上
が
れ
。

Anan City is a town in the southern part of Tokushima Prefecture, 
which is located in the easternmost area of Shikoku Island.  It faces 
the Kii Channel to the east and the Pacific Ocean to the south, and 
borders on Komatsushima City and Katsuura Town to the north.  The 
city has a warm climate, beautiful sea and mountains, and countless 
foodstuffs from season to season.
We are blessed with a number of products from the sea and the 
mountains, such as one of the largest catches of pike conger in 
Japan, the greatest production of sudachi cultivated in greenhouses, 
and so on.   



33 32

昭
和
53
年

●
阿
南
第
二
中
学
校
創
立
／
●
羽
ノ
浦
総
合
国
民
体
育

館
完
成

昭
和
54
年

●
今
津
小
学
校
新
校
舎
・
プ
ー
ル
完
成
／
●
働
く
婦
人

の
家
完
成

昭
和
55
年

●
十
八
女
大
橋
開
通（
十
八
女
の
渡
し
舟
廃
止
）／
●
今

津
公
民
館
新
築
移
転

昭
和
56
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
北
出
張
所
」
完
成
／
●
阿

南
市
立
図
書
館
完
成

昭
和
57
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
南
出
張
所
」
完
成
／
●
葬

斎
場
完
成
／
●
B
＆
Ｇ
財
団
阿
南
海
洋
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
58
年

●
羽
浦
中
学
校
新
校
舎
完
成

昭
和
59
年

●
伊
島
の
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
（
護
岸
・
道
路
・

橋
な
ど
）
完
成
／
●
平
島
公
民
館
完
成
／
●
大
潟
・
新

浜
地
区
に
整
備
し
た
地
場
産
業
総
合
団
地
を
工
業
団
地

に
方
向
転
換

昭
和
60
年

●
津
乃
峰
小
学
校
創
立

昭
和
61
年

●
山
な
み
遊
歩
道
完
成

昭
和
62
年

●
大
京
原
、
中
島
簡
易
水
道
新
給
水
施
設
完
成
／
●
第

4
代
阿
南
市
長
に
野
村
　
靖
氏
が
就
任

昭
和
63
年

●
羽
ノ
浦
地
区
湛
水
防
除
事
業
完
了
／
●
羽
ノ
浦
町
農

村
情
報
連
絡
施
設
（
防
災
無
線
）
完
成
／
●
歴
史
民
俗

資
料
館
開
館
／
●
市
旗
・
市
の
木
「
梅
」
制
定

平
成
元
年

●
農
業
集
落
排
水
事
業
完
了
（
岩
脇
地
区
）
／
●
大
潟

新
浜
工
業
団
地
に
進
出
し
た
企
業
（
第
1
号
）
が
本
格

操
業
を
開
始
／
●
県
道
阿
南
|
羽
ノ
浦
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
2
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
阿
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
完
成
／
●
阿
波
那
賀
川
町
農
業
協
同
組
合
設
立

平
成
3
年

●
阿
南
市
内
5
農
協
合
併
・「
阿
南
市
農
業
協
同
組
合
」

設
立
／
●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
完
成
／
●
市
の
花「
ひ

ま
わ
り
」
制
定

平
成
4
年

●
南
部
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
完
成
／
●
新
野

高
等
学
校
セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
出
場

平
成
5
年

●
那
賀
川
町
防
災
行
政
用
無
線
局
完
成
／
●
国
道
55
号

阿
南
道
路
（
小
松
島
市
大
林
町
|
阿
南
市
西
路
見
町
）

開
通
／
●
東
四
国
国
体
秋
季
大
会
開
催
／
●
日
亜
化
学

工
業
㈱
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
開
発
／
●
阿
南
市
武
道
館
完
成

平
成
6
年

●
辰
巳
工
業
団
地
（
第
1
号
）
企
業
操
業
開
始
／
●
那

賀
川
町
立
図
書
館
開
館

平
成
7
年

●
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館
完
成
／
●
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

完
成

平
成
8
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
環
境
管
理
事
務
所
」
完

成
／
●
桜
づ
つ
み
公
園
完
成
（
羽
ノ
浦
）
／
●
北
の
脇

海
岸
「
日
本
の
渚
・
百
選
」
選
定

平
成
9
年

●
科
学
セ
ン
タ
ー
体
験
館
開
館

平
成
10
年

●
Ｊ
Ａ
あ
な
ん
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
グ
リ
あ
な
ん
」

完
成

平
成
11
年

●
科
学
セ
ン
タ
ー
天
文
館
開
館
／
●
阿
波
那
賀
川
町
、

羽
ノ
浦
町
農
協
等
の
合
併
に
よ
り
「
東
と
く
し
ま
農
業

協
同
組
合
」
設
立
／
●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
し
尿

処
理
場
「
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
あ
な
ん
」
完
成
／
●
阿
南

市
文
化
会
館「
夢
ホ
ー
ル
」完
成
／
●
市
の
鳥「
つ
ば
め
」

制
定

平
成
12
年

●
国
道
55
号
阿
南
道
路
（
日
開
野
町
|
津
乃
峰
町
）
開

通
／
●
道
の
駅
「
公
方
の
郷
な
か
が
わ
」
開
設
／
●
橘

湾
石
炭
火
力
発
電
所
全
機
運
転
開
始

平
成
13
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
阿
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」
完
成
／
●
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
完

成
／
●
船
瀬
温
泉
保
養
施
設
完
成
／
●
阿
南
市
商
工
業

振
興
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
14
年

●
阿
南
西
部
公
園
開
園
／
●
L
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
光
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
始
ま
る

平
成
15
年

●
阿
南
消
防
組
合
「
新
庁
舎
」
が
辰
巳
町
に
完
成
し
移

転
す
る
／
●
Ｊ
R
阿
南
駅
橋
上
駅
舎
完
成
／
●
第
5
代

阿
南
市
長
に
岩
浅
嘉
仁
氏
が
就
任

平
成
16
年

●
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
完
成
／
●
那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
完
成
／
●
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
完
成
／
●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦

町
法
定
合
併
協
議
会
設
置

平
成
17
年

●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
合
併
協
定
調
印
式
／

●
阿
南
消
防
組
合
「
消
防
署
西
出
張
所
」
完
成
／
●
那

賀
川
に
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
が
出
現
「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る

平
成
18
年

●
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
が
合
併
・
記
念
式

典
を
開
催
（
人
口
7
万
９
８
４
３
人
）
／
●
阿
南
光
の

ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
開
設
／
●
国
道
１
９
５
号

「
新
橘
ト
ン
ネ
ル
」
開
通

平
成
19
年

●
阿
南
駅
前
児
童
公
園
完
成
／
●
徳
島
県
南
部
健
康
運

動
公
園
に
野
球
場
「
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
」

が
完
成

平
成
20
年

●
安
芸
市
と
室
戸
市
と
の
間
で
「
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
連
携
協

定
」
締
結
／
●
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
21
年

●
新
庁
舎
建
て
替
え
場
所
が
決
定
／
●
市
内
を
結
ぶ
循

環
バ
ス
の
実
証
運
行
が
始
ま
る

平
成
22
年

●
野
球
の
ま
ち
推
進
課
創
設
／
●
四
国
遍
路
道
「
鶴
林

寺
道
・
太
龍
寺
道
」
の
一
部
が
国
史
跡
指
定
／
●
伊
島

簡
易
水
道
施
設
完
成
／
●
情
報
通
信
基
盤
整
備（
光
フ
ァ

イ
バ
ー
敷
設
）
工
事
完
了
／
●
阿
南
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
開
設

平
成
23
年

●
「
阿
南
・
那
賀
・
美
波
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
締

結
／
●
公
共
下
水
道
事
業
「
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
通

水
開
始
／
●
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
日
和
佐
道
路
」
全

線
開
通
・「
桑
野
道
路
」
事
業
化

平
成
24
年

●
橘
地
区
防
災
公
園
完
成
／
●
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯

地
開
設
／
●
阿
南
市
東
京
事
務
所
開
設
／
●
阿
南
安
芸

自
動
車
道
「
福
井
道
路
」
事
業
化

平
成
25
年

●
橘
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
完
成
／
●
阿
南
市
制
施
行
55
周

年
／
●
阿
南
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ

な
な
ん
」
誕
生
／
●
一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
（
津
乃

峰
町
～
橘
町
）
開
通
／
●
阿
南
市
医
師
会
、
Ｊ
Ａ
徳
島

厚
生
連
、
阿
南
市
の
三
者
が
新
病
院
設
立
に
向
け
て
の

覚
書
を
締
結

平
成
26
年

●
新
ご
み
処
理
施
設
「
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
」
本
格
操
業
／

●
台
風
11
号
・
12
号
に
よ
る
洪
水
被
害
発
生

平
成
27
年

●
徳
島
県
南
部
健
康
運
動
公
園
に
屋
内
多
目
的
施
設「
あ

な
な
ん
ア
リ
ー
ナ
」
が
完
成

平
成
28
年

●
津
乃
峰
総
合
セ
ン
タ
ー
完
成
／
●
阿
南
市
と
牟
岐
町
、

海
陽
町
で
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結

平
成
29
年

●
阿
南
市
役
所
新
庁
舎
完
成
／
●
津
乃
峰
地
区
防
災
公

園
完
成
／
●
岩
脇
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
30
年

●
阿
南
市
制
施
行
60
周
年
／
●
あ
な
ん
ス
マ
ー
ト
・
ワ
ー

ク
オ
フ
ィ
ス
完
成
／
●
阿
南
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
完
成

令
和
元
年

●
富
岡
西
高
等
学
校
セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
出
場
／
●
阿
南

医
療
セ
ン
タ
ー
開
院
／
●
阿
南
市
中
央
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
完
成
／
●
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
が
国
史
跡
に
指

定
／
●
阿
南
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
複
合
型
施
設「
う

み
て
ら
す
北
の
脇
」
が
完
成
／
●
新
大
野
公
民
館
が
完

成
／
●
第
6
代
阿
南
市
長
に
表
原
立
磨
氏
が
就
任

令
和
2
年

●
一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
が
4
車
線
化
（
那
賀
川
町

中
島
～
西
路
見
町
江
川
間
）
／
●
阿
南
市
東
京
事
務
所

閉
鎖
／
●
那
賀
川
町
工
地
に
命
山
津
波
避
難
施
設
完
成

令
和
3
年

●
徳
島
県
南
部
健
康
運
動
公
園
に
陸
上
競
技
場
が
完
成
／

●
「
阿
南
市
総
合
計
画
２
０
２
１
▼
２
０
２
８
」
策
定

63 years of history

市制施行によって阿南市が誕生して 63 年。
まちの貴重な歴史は、明日への大切な道標です。

あなんあなんののあゆみあゆみ

昭
和
33
年

●
市
制
施
行
（
人
口
6
万
２
３
７
４
人
）
／
●
市
章
制

定
／
●
初
代
市
長
に
澤
田
　
紋
氏
が
就
任

昭
和
34
年

●
神
崎
製
紙
㈱
富
岡
工
場
操
業
開
始

昭
和
35
年

●
チ
リ
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
が
発
生
／
●
東
山
ト
ン

ネ
ル
開
通
／
●
羽
ノ
浦
町
商
工
会
設
立

昭
和
36
年

●
第
二
室
戸
台
風
に
よ
る
被
害
が
発
生
／
●
那
賀
川
町

商
工
会
設
立
／
●
東
福
寺
裏
山
に
国
高
山
古
墳
発
見

昭
和
37
年

●
阿
南
第
一
中
学
校
創
立

昭
和
38
年

●
国
立
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
創
立
／
●
阿
南
市
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成
／
●
四
国
電
力
㈱
新
徳
島
発
電

所
運
転
開
始

昭
和
39
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
設
立
／
●
室
戸
阿
南
海
岸

国
立
公
園
に
指
定
／
●
阿
南
商
工
会
議
所
設
立
／
●
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
通
過
／
●
県
立
阿
南
職

業
訓
練
所
完
成

昭
和
40
年

●
富
岡
町
に
消
防
本
部
・
消
防
署
を
設
置

昭
和
41
年

●
市
役
所
庁
舎
完
成
／
●
羽
ノ
浦
町
役
場
庁
舎
完
成
／

●
羽
ノ
浦
町
章
制
定
／
●
「
阿
南
市
民
の
歌
」
制
定

昭
和
42
年

●
阿
南
中
学
校
創
立
／
●
県
道
椿
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
／

●
阿
南
市
史
発
行
／
●
津
峯
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

昭
和
43
年

●
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
「
し
尿
処
理
場
」
完
成
／

●
那
賀
川
町
役
場
庁
舎
完
成
／
●
那
賀
川
町
章
制
定
／

●
大
阪
Y
Ｍ
Ｃ
A
国
際
海
洋
セ
ン
タ
ー
開
場

昭
和
44
年

●
日
本
電
工
㈱
徳
島
工
場
操
業
開
始
／
●
「
阿
南
市
民

憲
章
」
制
定
／
●
国
道
バ
イ
パ
ス
開
通
（
羽
ノ
浦
）

昭
和
45
年

●
県
営
阿
南
工
業
用
水
道
給
水
開
始
／
●
那
賀
川
中
学

校
創
立
／
●
県
営
春
日
野
団
地
起
工
式
／
●
第
2
代
阿

南
市
長
に
渡
辺
浩
之
氏
が
就
任

昭
和
46
年

●
富
岡
橋
開
通
／
●
県
営
辰
巳
工
業
団
地
造
成
工
事
完

了

昭
和
47
年

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
阿
南
商
工
会
議
所
会
館
完
成

昭
和
48
年

●
岩
脇
小
学
校
体
育
館
完
成

昭
和
49
年

●
那
賀
川
町
上
水
道
工
事
完
成
／
●
大
京
原
橋
（
抜
水

橋
）
完
成
／
●
阿
南
市
民
会
館
開
館

昭
和
50
年

●
阿
南
消
防
組
合
設
立
／
●
大
京
原
・
中
島
簡
易
水
道

完
成
／
●
第
3
代
阿
南
市
長
に
吉
原
　
薫
氏
が
就
任

昭
和
51
年

●
橘
ト
ン
ネ
ル
開
通
／
●
羽
ノ
浦
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
完

成

昭
和
52
年

●
平
島
小
学
校
新
校
舎
完
成
・
体
育
館
改
築
／
●
加
茂

谷
橋
開
通
（
楠
根
の
渡
し
舟
廃
止
）

東京オリンピック聖火ランナーが国道55号を駆け抜ける（昭和39年） 国道古庄那賀川大橋付近（昭和30年頃）北の脇海水浴場（昭和30年代中期）

阿南医療センター開院（令和元年）一般国道55号阿南道路4車線化（令和2年） 阿南市・那賀川町・羽ノ浦町が合併（平成18年） 那賀川に出現したアゴヒゲアザラシ「ナカちゃん」（平成17年）市役所新庁舎完成（平成29年）

県営辰巳工業団地分譲完了（平成8年）一般国道55号阿南道路開通式（平成12年）

橘湾石炭火力発電所全機運転開始（平成12年）
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　阿南市は、四国の最東端に位置しており、東は紀伊水
道、南は太平洋に臨み、北は小松島市、勝浦町に接し、
西は四国山系の東端に連なる山地と沖積平野からなる徳
島県南部の中核都市です。また、橘湾一帯のリアス式海
岸、水資源豊かな那賀川、遍路札所の太龍寺や平等寺、
阿波水軍などの伝統、伊島のササユリや蒲生田岬のアカ
ウミガメなど、多彩な自然や歴史文化が今に息づいてい
ます。

　起伏に富んだ地形は南国情緒溢れる温暖な気候に恵まれ、早期米、タケノコ、ハウス
みかん、すだち、しいたけなどの農産物やハモ、海苔、イセエビなどの海産物、色とり
どりの数え切れない食材と紺碧の海、緑鮮やかな山、黄金色にたなびく稲田、透明な川
の流れなど、恵まれた「素材が溢れる」マチです。こうした地域資源に磨きをかける一
方で、本市には沿岸部を中心に日本有数の企業が立地しており、自然と産業がほどよく
調和したモデル的な経済都市です。
　今後は、四国横断自動車道や阿南安芸自動車道の開通を視野に入れ、人工知能（Ａ
Ｉ）や第５世代移動通信システム（５Ｇ）といった未来技術の地域社会への実装など、
本市の秘めたる可能性を開花させるための新たなインフラや地域資源を生かしながら、
産業の更なる振興と多様化を進め、既存企業だけでなく、次世代・未来につながる新た
な産業を創出することで、本市の魅力と持続可能性を高めてまいります。

Anan is a regional hub city in the southern part of Tokushima Prefecture, which is 
located in the easternmost area of Shikoku island.  It faces the Kii Channel in the east 
and the Pacific Ocean in the south, borders on Komatsushima City and Katsuura Town 
to the north, and is a part of the eastern tip of the Shikoku mountains and an alluvial 
plain in the west.  We have plenty of natural environment as well as a rich history and 
culture. This includes the sawtooth shoreline of Tachibana bay, the Nakagawa River 
with its rich water resources, Tairyu-ji Temple and Byodo-ji Temple of the Shikoku 88 
pilgrimage, the tradition of Awa Suigun (the former marine force of Tokushima), 
Japanese lilies on Ishima Island, loggerhead turtles at Cape Kamoda, and so on.  
Moreover, the city has countless foodstuffs as well as natural resources, the blessing of a 
warm climate and undulating geographical features.  For example, the farm products of 
Anan include an early-ripening variety of rice, bamboo shoots, house mikan oranges 
(cultivated in greenhouses), sudachi, shiitake mushroom, etc. The seafood we have 
includes pike conger, nori seaweed, lobster, and so on.  All of this against the backdrop 
of a blue ocean, brilliant green mountains, golden rice fields, and clear flowing rivers.  
On the other hand, Anan City is also a city with an economy that is a good model of 
harmonizing nature and industry.  Some prominent Japanese companies are located 
mainly along the coasts of the city and work to refine the local products and resources.  
Henceforward, as we consider the opening of Shikoku Odan Expressway and Anan-Aki 
Expressway, we will increase the attractiveness and sustainability of Anan City with the 
installation of future technologies, such as AI, 5G, and so on.  New infrastructure and 
local resources will help realize our hidden possibilities, continue to promote and 
diversify our existing industries, and create new industries for the next generations and 
our future. 

ごあいさつ

阿南市長　表原　立磨

ANAN CITY INFORMATION

ACCESS

人口 71,627人　世帯数 31,188世帯 （令和3年2月現在）
　面積 279.25㎢ （国土地理院 全国都道府県市区町村面積調 令和2年10月1日現在）

Population: 71,627  Households: 31,188  (as of February 28, 2021) 
Area: 279.25 km2 (as calculated through investigation in Japan by the Geographical Survey Institute as of October 1, 2020)

山陽自動車道

明石海峡大橋

神戸淡路鳴門
自動車道

岡山

倉敷

坂出

池田

海部

室戸

南国

高松

和歌山
Wakayama

OsakaKobe

Okayama

Kurashiki

Takamatsu

Naruto

Sakaide

Ikeda

Nangoku

芸西
Geisei

Muroto

Kaihu

Tokushima

大阪神戸

和歌山港

東京・有明

北九
州

徳島

Anan
阿南

鳴門
徳島
阿波おどり空港

大鳴門橋

瀬戸大橋

高松自動車道
徳島自動車道

高知自動車道

尾道
瀬戸中央
自動車道

フェリー
■東　京…約18時間
■北九州…約16時間　　
■和歌山…2時間

自動車
【高松・淡路方面から】
　徳島自動車道鳴門IC～
　国道55号を南下～阿南市内
　⇒約1時間
【松山・高知方面から】
　川之江JCT～徳島自動車道徳島IC～
　国道55号を南下～阿南市内⇒約40分

高速バス
■東　京…約10時間
■大　阪…約3時間

【阿南駅前まで】

羽田
空港

福岡
空港 徳島阿波おどり空港

飛行機
■東　京…約1時間
■札　幌（夏期のみ）…約2時間　
■福　岡…約1時間

市の歴史と伝統を背景として創造・飛
躍・発展を期し、理想に向かって前
進しようとする阿南市を「あ南」とし
て合体図案化しています。

市　章
（昭和33年9月制定）
City Emblem

阿南の「阿」の字をモチーフに、海
や山の豊かな自然環境の中、市民が
健康に満ちて、日々活動する姿が描
かれています。

ロゴマーク
（平成23年1月制定）
Logo Mark

ひまわりから生まれた、花と光のたて
がみをもった百獣の王ライオンのよう
な不思議な生き物。豊かな自然の光
と、人々が創り出す新しい光のエネ
ルギーをたっぷり浴びて、元気にの
びのび育っています。

イメージアップキャラクター
あななん
Ananan, A Promotional Character

市の木「梅」
（昭和63年6月制定）

梅は、バラ科の落葉樹であり、早春
に他の花に先駆けて開花し、ふくいく
たる香りが高く、優雅なことから制定
されました。

“Plum” - The Official City Tree

市の花「ひまわり」
（平成3年12月制定）

ひまわりの明るくエネルギッシュな力
強さは、躍進が期待される南国阿南
市のイメージにふさわしいことから制
定されました。

“Sunflower”- The Official City Flower

市の鳥「つばめ」
（平成11年3月制定）

夏空に颯爽と舞い、スマートで躍動
的な姿は未来への躍進が期待される
阿南市のイメージにふさわしいことか
ら制定されました。

“Swallow” - The Official City Bird

Mayor of Anan city
Tatsuma Omotehara




